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1． ゴキブ リの 生活史と休眠

　屋内の ゴ キ ブ リは，その姿 こ そ人々 に とっ て馴

染み の 昆虫で ある が，そ の割 には彼 らの 生活 に は

不 明の 点が多 い 。それ は，ゴ キ ブ リ が主 と して 夜

間活動 し， 彼 らの 自然 状態で の 継続観察が容易で

な い ため で あ る 。 さら に，屋内にお け る人為的環

境の 変動が彼 ら に大 きい 影響 を与 える こ とが予想

で きる。それ らを前提に，飼育実験や少ない 屋外

観察に よっ て 推定さ れ る 生活史関連事項 を述べ た

い 。

温帯性屋内ゴキ ブ リ （Perip ／aneta 属）の 生 活史

　 我が 国の代表的な大型 ゴ キ ブ リの ヤ マ トゴ キブ

リ と ク ロ ゴ キ ブ リ は
， 屋外 で の 越冬に適 した性質

が認識 され （田原 ・小林 1971，Tsuji　and 　Mizu ・

no ユ973，　 Takagi　 1978，辻 ・種池 1991）， 温 帯性

の ゴ キ ブ リで ある こ とが明白にな っ た 。 そ の 生 涯

（産卵 されて か ら成虫 にな り死 ぬ ま で 〉は，長 い

発育期間 の ため 1 回な い し2 回 の 越冬を含み， 1

年半か ら 2 年 （足か け 3 年）に お よ ぶ 。

　雌成虫は 卵鞘 （卵が 10数個 〜20数個入 っ たケ ー

ス）を産み ， そ れか ら 1 − 2 ヶ 月 （温度次第で）

して か ら幼虫が ふ 化 して くる 。 雌成虫は
， 数 日以

上 の 間隔で 2 〜 3 ヶ 月にわた り，
い くつ もの 卵鞘

を産 み 続ける か ら， 幼虫 の ふ 化時 期 も 3 ヶ 月以上

に広が る こ とにな り，同時に大小 さまざまの サ イ

ズ の 幼虫が存在 し や す くな る
。

生活史の まとめ役 「休眠」

　さまざまな発育段階 の ゴ キ ブ リが揃 っ て 成虫 に

゜
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な る た め には，発育の 先行 して い る個体が発育を

一
時 的 に 止 め，後発組 を待 っ て い て くれ れば よ い

が，上記 2種 ゴ キ ブ リには，ま さ に そ の仕掛けが

ある 。す な わ ち，大型幼虫は冬に よ っ て 発 育が止

まる の で はな く，秋 またはそ れ以前 に先行組か ら

順に 発育を休止 し， む しろ 冬の 寒 さを利用 して休

止 を完了 し （当然耐寒性 もある ）， 初 夏 にな る と

一
斉に 成虫に なる 。

　こ の よ うに発育 を季節に 合わせ る休眠現 象は多

くの 温帯性昆虫で 示 され ， 昼 の 長 さ （日長）や温

度その他の 変化 を感 じて昆虫が反応 して い る こ と

も常 識 と な っ て い た が （Andrewartha 　 l952，
Lees　 1955）， ゴ キ ブ リで 越 冬に 適 し た休眠 が 報告

され た の は ヤ マ ト ゴ キ ブ リ が 初 め て で あ っ た

（Tsuji　and 　Mizuno　 1972
，
1973＞Q

ヤ マ ト ゴキブ リの 生活史

　初夏 に羽化 した成虫 は長期 間生 存 し何回 か卵鞘

を産 むが，次年まで 生存する個体は ほ とん どない

（緒方 ・
田中 ・安富 ユ989）。 卵鞘か らは 1 ヶ 月前後

で 幼虫が ふ 化 するが，幼虫の 発育は遅 く，しか も

途中 で 発育を休止 して冬を待 つ 性 質 （休眠性）の

ため，通常年内に成虫に は な らな い
。 成虫 に な る

の は 1 回または 2 回越 冬を経験 した個体で ある。

　田原 ・小林 （1971） は，本種が新潟県柏崎市の

屋 外で 幼虫だけで 越冬 して い る こ とを確認 した 。

それ らの 幼虫の 大 きさ （頭 の 幅）を調 べ た結果，

大別 して 終齢幼虫群 と 2 齢以 上 の 若〜中齢幼虫群

が認め られた （図 1 ，Tsuji　and 　Tabaru　1974）。

こ れ が 自然状態 にお け る本種 の 春の成長再開の 出

発点で ある。こ の 間，本種の すべ て の 発育ス テ
ー

ジ に 耐寒性が ある こ と も判 っ た （Tsuji　and 　Mizu・

nol973 ）。 し か し 1 齢幼虫 と成虫 が 冬 の 屋 外で
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　　図 1　 新潟県 で 採取 した 越 冬 申 の ヤ マ トゴ キ ブ リ幼虫の 頭幅測定結果

　 　　 　 A ：1973 年 1 月24 日，柏 崎 市 の ハ ン ノ キ 樹 皮 下 で 採取

　 　　 　 B ；1973年 1 月ll日T 板倉 町 の 小 屋 の 板壁下 で採取

　 　　 　 C ：王973年 ユ月24 日，柏崎市の ス ギ 樹皮下 で 採取

　　　　 （Tsuji　and 　Tabaru　l974）

は見 られ なか っ た理 由は休眠 である。

　た とえば
，

ふ 化幼 虫 か ら高温長 日条件で 経過 し

た場合 で も，若 い 幼虫時代 は速 や か に育 つ に もか

か わ らず，終齢幼虫に な る と50％が 発育を停止 し

た （Tsuji　and 　Mizuno 　 l972）。 ま た ，温帯性昆虫

に対 して 通常休眠導入 的に働 く短日条件が，本種

の 大型幼虫に対 して も同様 に休眠導入的に働 くこ

とが岩崎 （未発表 ・投稿中）に よ り示 され た 。

　興味ある こ とに，若 中齢で
一

度越冬 した個体が

再度大型幼虫で 越冬する場合 は短 日条件に
一層強

く依存 して休眠 し，そ の 休眠 は浅 くて 短 日条件で

保 た れ る こ と も判 っ て きた （岩 崎，投 稿 中）。 発

育 を停止 した終齢幼虫 を長期間冷蔵 して から高温

に戻す と成虫に な り，冬の 間に発育休止が解除さ

れ る こ と も判 っ て い る （Tsuli　and 　Mizuno

l973）。 い ずれ も大型幼虫 （終齢）で の 越 冬 に 都

合の 良 い 反応 と言 える 。

　 2 齢一中齢幼虫群 も，
た また ま冬 の 寒さで発育

を休止 させ られ る わけで は な い 。た とえば
， 冬 に

なる前 （秋） の 条件，す なわち短 日 の 中間温度で

1 齢 を 経 過す る と 2 齢に な っ て か ら発育の
一

時停

止 が起 こ り （Tsuji　and 　Mizuno　 1972），必然的 に

そ の 状態で 冬を迎 え る こ と に な る 。 こ の 幼虫 も長

期間冷蔵の 後で 発育 を再開 し （Tsuji　and 　Mizuno

l973）越冬に適応 して い ることが示 され た 。

　 しか し，屋外で 実際に越冬 して い た若齢〜中齢

幼虫 の 半数近 くは 2 齢で は あっ たが 全て で は な

く， よ り発育の 進ん だ幼 虫 も見 られ る （図 1）。

辻 ・種池 （1993）は 2 齢 と終齢 し か 存在 しな い よ

うな単純 な完璧性の 期待はか え っ て 不 自然 と考え

て い る 。 こ の 説明不 足 は，高温 短 日 （晩夏 〜初

秋〉条件下で は よ り進ん だ段階 （主 に 3 ・4 ・5 齢

で 明瞭に，それ以 上 は不詳）で 発育が休止 する事

実の 判明 （岩崎，投 稿 中）に よ っ て 大き く解消 し

た 。 こ れは最近に お ける 日本の ゴ キブ リ学の 収穫

で ある。
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　 こ の ように，発育期間の 長い 本種か，発育段階

や 越 冬経験 に 応 して高温 長 日条件て の 強制休眠

（obligatory 　diapause，環境条件 に 関係 な く入 る

休眠〉 ととも に，高温短 日や中間温度短 日の 条件

に依存す る随啻休眠 （facultative　diapause，環境

変化 に反応 して 入る休眠）な と多様な休眠導入様

式を利用 して い るこ とは明 らかで ある 。 多様な休

眠越 冬に関連 して
， 本種 の 周年経過を模式的に 図

2 に示す。

　い ずれ に せ よ，最 も直接的に羽化時期を初夏に

揃 えさせ る の は大型 （終齢）幼虫 に よ る 越冬休眠

て ある。若 い ス テ
ー

ンて の休眠は，まずある程度

の サ イズの 幼虫で 第 1 回の 越冬 した個体の うち，

次 の 年に羽化する個体以外は な る へ く終齢段階て

第 2 回 の 越冬 を行 うように適応 した もの で あろ

う。 発育休止 して い る若 い 幼虫 は
， 発育休止 して

い ない 同 し齢の幼虫に比 へ て 耐寒性 を高め る こ と

が予想 され るか，ま だ実験 的証 明 はな い 。ただ

し，
との齢 も他種 に比べ て 強 い こ とは判 っ て い る

（TsuJi　and 　Mizuno　l973）。

ク ロ ゴキブ リの 生盾史

　 ヤ マ トゴ キブ リの休眠1生か明 らかに なっ た後て

も，ク ロ ゴ キ ブ リ こ そ亜 執帯 な い し暖地 性 と し

て ，休眠性はな い もの と思われ た 。 しか し
， 結局

の とこ ろ休眠な とヤ マ トゴ キブ リと類似部分 の 多

い 生后史をもっ て い る こ とが 判 っ た （図 3 ）。

　 こ の 間 の 事 1青 （辻 19881989 ， 辻 ・種 池

1991）の 中には，終齢で 強制休眠する場合で も，

そ れ と知らすに 累代飼育 した 結果，飼育個体群か

遺伝的 に そ の 条件下で は休眠 しな い 系統 に変わ っ

て い た い き さつ があ る （図 4
， 5）。 そ の 後の 知

見 と して は，イ） 2 齢幼虫は短 日条件下 の み な ら

す，長 日条件で も20℃飼育て休眠 する こ と， ロ ）

少な く と も 1 齢期 の 末期以前か ら休眠条件に置か

れ て い なければ 2 齢期 の 休眠は誘導 され な い こ と

（図 6 ），ハ ） 2齢の 休眠 は 皮 く，高温 に 遭 うと

破 られる こ と （つ ま り冬 に 向か っ て の み保たれる

こ と）の ほか， 9 月前後 に産 まれ た卵やそれ か ら

生 した幼虫の 第 1 次 ， 第 2 次の 越冬 ス テ
ー

ンとの

関係 などかある （辻 ・種池 1993）。す な わ ち，m

加温 の 倉庫内で 9 月中旬以後に生 まれ た卵は その

ま ま越 冬 し次年 の 5 − 6 月 に ふ 化 し，ll月まで に
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図 2　 ヤ マ トゴ キ ブ リの 推定周年経過 を示す模式 図 （辻　種池 1990）

　 　 ○　早期産下 卵 か らの 経過　◎　中期産下 卵 か らの 経過

　　 ● 　後期産下卵か らの 経過
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図 3　 ク ロ ゴ キ ブ リの 推 定 周 年経 過 を示 す 模 式 図 〔辻　種 池 1990）

　 　 ○　早期産下 卵か ら の 経過　◎　中期産下 卵か らの 経過

　 　 ● 　後期 産 下 卵 か ら の 経 過
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図 4

100 200

経過 日数

300 400

高 温 長 日条件 下 で 累代飼育 した ク ロ ゴ キ ブ リの 25℃ 14時 間 昭 明 条 件 下 の 累積羽 化曲線

（6個 の 卵鞘か ら生 まれ た 6 群）

●　新成虫か み ら れ た観察 日　○ 　新成虫の み ら れ な か っ た観察 日

n 　 始 め の 幼虫数　波線　幼虫時代 の 死亡 に よ る 減少 （辻　 1988）

こ の 系統は 27℃長 日条件で は ほ と ん どが100〜150日で 羽化 し，老齢幼虫の 休眠 は ない もの と さ

れ て い た （TSUjl　 l975）
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図 5　新た に採集 され た ク ロ ゴ キ ブ リの 累積羽化曲線 （7 個 の 卵鞘 の 7群〉

　　 〔図 4 と 同時 に同条件下 で の 経過）

　　 ほ とん どが 老齢幼虫 で 休 眠 し，羽 化 が 遅 れ る （辻　1988）

大部分が亜 終齢 と終齢 （7 齢 と 8 齢） とな っ て再

び越冬 したが ，
9 月前半 に生 まれた卵は年内に ふ

化 し若齢で 越冬，翌年は 8 齢で 越 冬 し た が か な り

の 羽化 も認め られ た （ただ し，
こ の 倉庫は トタ ン

屋 根の た め 夏季は 極 端に高温 にな っ た の が 羽化の

原因か も知れな い 〉（図 7）。

　ヤ マ トゴ キブ リと異なる 点は，卵 （卵鞘）で の

越冬能力が あ り　（藤 田 1956
，

Tsuji　and 　Mizuno

1973，Takagi　 1978），卵 （卵鞘）で の休眠 も推定

され る こ とや ， 屋 外同様の 無人小屋や屋外 ベ ラ ン

ダなどで も成虫の 越冬が 認め られる こ とで ある

（辻 ・種池 1993）。

　中間温度で は短 日 ・長 日両条件下 とも 2 齢幼虫

で の発育休止が ある こ とは判 っ て い るが，ヤ マ ト

ゴ キブ リ同様，高温 ・短 日条件下 で は 2 齢 を越 え

て 3 齢以上 の 幼虫で 発育休止する 可 能性が な い と

は言えな い
。 さ ら に は，大型幼虫の休眠導入 に も

短日条件が 必要なケ
ー

ス （例 えば 1度若齢で越 冬

した幼虫な ど の 場合） も想定した実験 も今後必要

で あろ う。

熱 帯 ・亜 熱帯ゴキ ブ リの 生活史

　チ ャ バ ネゴ キブ リは，国内で の 大発生や製品へ

の 混入 汚染被害 の 多 い に もか か わ らず ， 寒 さに弱

く　（山 口 1963，Tsuji　and 　Mizuno 　l972，1973），

越冬休眠 の よ うな典型的 な休眠 現象は見い だ さ れ

て い ない （20℃ ，15℃ 条件下で の 発育抑制 ， 産卵

停止，15℃順 化 中 の 卵の 死 亡 は ある）。チ ャ バ ネ

ゴ キ ブ リの 原産地と され る ア フ リカ東北 部で は越

冬休眠 を必 要 とせ ず，人為的 な加温環境に 依存 し

て世界各地に定着 した もの と思われ る 。 本種の 成

長は高温条件下 で あれ ば速 や か で
， 年間複数世代

の 発生がが あ り，こ れ が大発生 の 原因 で あ るる 。

一方 ， 寒ければ死 に絶える こ とに なる 。 本種の 成

虫は高温時に 2 〜 3 ヶ 月生 存 し （死亡 しな い 程度

の 低温で は さら に 長期間生存す る），卵鞘を 5 〜

6 回 産む 能力 が あ る （Ueda 　et 　al　 l969，　 Tsuji

and 　Mizuno　 1972，）。 しか し，雌成虫 は卵鞘 を尾

端か ら突出 させ たま ま 20 日ほ ど保持 し，そ の 離

脱落下 と同時に幼虫 の ふ化が起 こ る点で ，ヤ マ ト

ゴ キ ブ リ， ク ロ ゴ キ ブ リ， ワ モ ン ゴ キ ブ リ の
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・
種池　1993）

PeriplanetaEl と大 きく異な る 。

　 ワ モ ン ゴ キブ リも熱帯性種で ，日本で は本邦南

西諸島，高温 に保たれ る 工 場施設や飲食店な ど に

見 られ る発育速度の 遅 い 大型種であるか ら，チ ャ

バ ネ ゴ キ ブ リの よ うな急激 な増殖は み られ な い

が，や は り休眠現象は な い
。 そ の た め 高温条件下

で は順調 に世代 を繰 り返 し，定 着で きる条件が与

え られ る と意外 な大発生 をす る （Pinto　1987）。

しか し寒ければ死 ぬ こ とはチ ャ バ ネゴ キ ブ リと同

様で ある 。

生活史の 研究

　1960年代中期，筆者が入社 した企業の研究室に

は試験 昆虫 の ため の 飼育室があ っ た もの の ，冬に

温度を保 つ だ けの もの で ，日長 条件は窓か らの 光

に よる自然 日長の ままで ， 多様な昆虫の 飼育だけ

で も無理があ っ た 。

　そ こ で 従来の 休眠昆虫の 知見 を参考 に して ，休

眠 させ な い 条件 と して 高温長 日 室 （27℃ ，16時間

照明 ： 8 時間暗黒 ＝ 16L ：8D ＞， 休眠 させ る条件

と して 中間温度短 日室 （20℃ ， 8L ：16D），非休

眠個体の 発育抑制保 存の ため の 15℃暗黒室，休眠

個体 の 保存と休眠覚醒 の ため の 冷蔵室 （5．5℃，

暗黒）を辛 うじて用意 した 。

　昆 虫材料 の 維持管理 だ け の こ の よ うな設備 で

も，通常企 業内 で の 理解 を得 る こ とは非常 に困難

で
，

こ れ だけの 設備 を与えられ ただ けで も， 当時

の 社風や上司が設備 に関 し非常に先進的 で あ っ た

こ とを示す 。 しか し，飼育室 内の 条件や飼育実験

は，あ くまで も薬剤試験昆虫の ス ム ーズ な維持生

産が 目的で あ っ た 。

　今後，高温短日，中間温度長 日な どの 条件 を含

め た よ り基礎的な研 究を期待 した い が，長期 に わ

たる ゴ キブ リの 生活環に 関わ る研究 は，在学期 間

の 短 い 学生の研究対象 として は 困難で ， 継続的な

観察の 可能 な研究機関や研究者が必要で ある。参

考 まで に ゴ キブ リ 2 種の休眠導入条件検討の 現況

を表 1 と表 2 に 示す 。
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表 1　 野生 （屋外） ヤ マ トゴ キ ブ リ の 休眠条件の 検討状況

連続 長 日 発育後半 の 短 日 連続短 日

連 続 高 温 5幌 老齢 （終齢）幼 虫 休眠
寧

50％非 休 眠

（Tsuli　and 　Mizuno　1972）

老齢幼虫 休 眠
榊

（岩崎 ， 投稿中）

3 〜5 齢 幼虫休眠
＊脚

（岩崎，投稿 中）

（6 〜8 齢 は未詳）

中 聞 温 度 未検討 未検討 2 齢幼虫休眠

（Tsuli　and 　Mizuno　1972）

申

連続長 日で 累代飼育 した場合 に は，ク ロ ゴ キ ブ リの 累代飼 育系 と同 様の こ と （非 休 眠 選 択） が 予 想 され る
艸 1度若 中齢 で 越冬した個体 は次年 の 老齢休眠 が 浅 く
榊 ホ

長日に移す と発育が再開す る

2．　ゴキブリの 餌

食物に対する 反 応

　強制的に 1種 の 食 べ 物だけ与え られ た場合， ゴ

キ ブ リはた い て い の 食物 を食べ るが，彼 らの 好物

として は，パ ン，ふ か した ジ ャ ガ イ モ ，米糠 ，ヒ

エ ，バ ナナ，タマ ネギ な どが知 られ て い る 。

　ゴ キ ブ リは香 りや水分に 誘引 され ， 現物 に触れ

て味に反応 して 食べ た り水 を飲ん だ りするが，そ

長 日 に移 す と発育の 再開が起 こ る。

　　　　　　　　　　　　　　　 f

の 反応の強 さは空腹や乾 きの 程度 （絶食や絶水の

期間）に依存する 。 ただ し， 誘引距離はそれほ ど

長 くな く，数セ ン チ か ら十 セ ン チ 単位が殺到 で き

る距離で ある 。 よ り遠方か らは香気の 流れ に沿 っ

て移動する と思 われ る 。

　一方，ゴ キ ブ リの 発生量 は餌の 量 に大き く影響

され る こ とも明 らか で ある （大野 ・辻 1972＞。
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表 2　野生 （屋外）ク ロ ゴ キ ブ リの 休眠条件の 検討状 況

連続長 日 ・ 発育後半 の 短日 連続短 日 中間温度で は暗黒

連続 高温 老齢 （終齢）幼虫
承

〔辻 王99呂，Tsuji　and　Taneike　l990）

未検討 未検討

途 中 か ら

中間温度

未検討 未検討 未 検 討 2 齢幼虫
纏

（1齢期 か らの 中間温度 で ）

（辻 ・種 池 1991 ，1993）

中 間温 度 2 齢 幼 虫

（辻 ・種 池 工993）　　　　尸

未検討 2 齢幼虫

（Tsuli　and 　Mizun 。 1973）

＊

連続長 日 で 累代飼育 した系統 で は 非休眠 個体 が 大部分 か，よ り多い （Tsuji　and 　Mizuno　l972，辻 1988）
“ 2 齢期か らの 中間温度飼育で は 2 齢休眠は起 こ らず，少な くとも2 ，3 齢 は非休 眠 で 発育が 進行 し た

　2 齢 の 休眠 は浅 く，温 度 の 上 昇 で 発育 を再 開 しや す い

誘引成分 と摂食誘発成分

　 ゴ キブ リ が食物 に接近する 際 ， 誘引物質や味覚

物質が大 きな働 きを示す （Tsuji　1965）。 た とえ

ば，天然 の 脂肪酸や そ の 誘導体 は ゴ キ ブ リに対 し

て 誘引性 と摂 食誘起 作用 が あ り， 糖類や糖 ア ル

コ
ー

ル が 摂食誘起作用 を示す （Tsuji　1966，　 Tsu・

ji　and 　Ono　1970，　 Tsuji　a【1d　Taneike　 1989）。

　食物の 化学成分 と して は，い ろ い ろ な脂肪酸や

ア ル コ ール ，両者 の 結合 したエ ス テ ル と称する 化

合物類 ， な ど の うち適 当に揮発性の ある もの が香

り成分 と して誘引性 を示す 。 こ れ らの 中に は摂食

行動 を起 こ させ る 「味の成分」 も含まれて い る。

糖類の 味 も好 まれ ，一定 の 化学構造 に 反応 して い

る ，（Tsuji　and 　 Taneike　l989＞。 糖類は純品の 場合

む しろ誘引成分で はな く，触れ て 感 じる味の 成分

だが ，市販の砂糖 に は香 り成分を含むグ レ
ー

ドの

もの もある 。こ れ らの 香りと味の 両者が
一

体とな

っ た時，優 れた相乗作用 に よ っ て
， 食物に 対す る

ゴ キ ブ リ の 集 合 と 摂 食 が 見 ら れ る （Tsuji

1965）。

　こ れらの 成分 に対す る ゴ キ ブ リ の 反応 に は
， 複

数種の ゴ キブ リ に共通の もの が多 い が ， 種特異性

もみ られ る 。 すな わち、ろ紙に処理 した微量 の オ

レ イ ル ア ル コ ール に対 し，チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リは強

い 誘引お よび摂食反応 を示 したが、ク ロ ゴ キブ リ

や ワ モ ン ゴ キブ リ の 誘引反応は弱 く 、 摂食反応 を

示 さなか っ た。 またろ紙に処理 した マ ン ニ ト
ー

ル

に 対 し、チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ は強 い 反応 を示 した

が 、 クロ ゴ キブ リは反応せず、ワ モ ン ゴ キブ リの

反応 も弱か っ た 。 ガ ラ ク ト
ー

ス に対 して は チ ャ バ

ネ ゴ キ ブ リは反応せず ， ク ロ ゴ キブ リは強い 摂食

反応 を示 した 。

食物成分に対す る遺伝的忌避行動

　チ ャ バ ネゴ キ ブ リ は ，もともとグ ル コ
ー

ス （ブ

ドウ糖）に対 して摂食反応は弱 い （Tsuji　1966）

が，グ ル コ ース （ブ ドウ糖）を多量 に含むベ イ ト

で 防除 を続けた結果，こ の 糖 を嫌 う系統 の チ ャ バ

ネゴ キ ブ リが生 き残 っ て 殖 え， 防除困難に な っ た

例 が報告 さ れ て い る （SilvermanandBieman

1993）。

食べ 飽き現象

　
一定期間米糠 を食べ たチ ャ バ ネ ゴ キ ブ リが乾燥

肉や 乾燥果 実を好む よ うに な り，乾燥 肉を食べ た

後は乾燥果実や米糠 を好み ， 同様に乾燥果 実を食

べ た 後は乾燥肉や米糠 を好むな どの 嗜好の 変化が

認 め られ て い る （Tsuji　 1995）。

糞 を喰 う性質な ど

　 ヒ ドラ メ チ ル ノ ン 剤 を食べ たチ ャ バ ネ ゴ キブ リ

の 糞 を他個体が食べ て 死 ぬ こ とが知 られ て い る 。

た とえ ば，成虫 な どが 隠れ場所 に戻 っ て排泄する

糞 を小型幼虫が食べ て死亡する 。 飢えた場合，死

体 を喰 う性質もあるが，食毒剤 に 関連 して は糞食

ほ どの 効果は期待 され ない 。

ゴキブリ用 ベ イ ト剤

　近年，防除業者に よ る業務用の ベ イ ト剤の 利 用
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が顕著 にな っ て い る 。 こ れ は ベ イ ト剤が ゴ キブ リ

の 生態や行動に適合 し，安全 性，無臭性，残効性

などの 利点を持 つ か らで ある 。

　ベ イ ト剤 に使 う殺虫成分 の 性質と して も っ とも

重要なこ とは，ゴ キ ブ リ がな る べ く忌避 し な い こ

とで ある。ホ ウ酸や ヒ ドラ メ チ ル ノ ン が遅 効性で

あ っ て もよ く用 い られ る理由が それ で ある 。 しか

しホ ウ酸で も高濃度で あれば ベ イ トの 食べ られ 方

は減少する 。

　個 々 の 誘引成分 と摂食促進成分の 基 本的な知見

も重要で あ るが，別途 に実際の 混合製剤の 効力評

価が必須で ある 。 た とえば，糖類 を味付 けに用 い

るか，あ る い は 50％前後の 基材 と して 用 い るか に

よ っ て ，ゴ キ ブ リの好み の 順 位は異な っ た も の と

な る 。 また ， それぞれ有効な成分 を用 い た ベ イ ト

剤で あ っ て も，最終製品 を並 べ て 比較する と
， 対

象とする ゴ キ ブ リ の 反応 に明 らかな差が 認め ら

れ，実地で の 効果 に大 きな影響 を示す 。

問題点 ， 特に抵抗性ゴキブリ

　ベ イ ト剤 を食べ な い 個体や ， 食べ て も死 なな い

個体 の 子孫は抵抗性個体群 を形成する。摂食割合

の低下 ， す な わち摂食に 関する行動的抵抗性 は ベ

イ ト剤特有の抵抗性の 現れ 方 とも言え る。そ の 原

因 は ，食物基材 を忌避する個体 の 増加 （ヒ ドラ メ

チ ル ノ ン 剤 の グ ル コ
ー

ス に つ い て ， Silverman

a且 dBieman 　l993），含有殺虫剤 に 対す る忌 避性

の増大 （ク ロ ル ピ リ ボ ス剤 に つ い て Ross　 1998）

の両方が ある。ホ ウ酸剤で実験的 に セ レ ク シ ョ ン

した結果の摂食低下 に 関 して は，それ ぞれの 要因

が どの よ うに影響 して い る の か は まだ不明で ある

（Ross　1996，　 Negus　and 　Ross　 1997）。

　これ らの事実は，ベ イ ト剤 にお い て も，食物基

材な ど今後多様な工 夫が必要 と され る こ とを示 し

て い る。また，ブ ドウ糖に対する忌避 に よ りベ イ

トの摂食率が低下 して も （図 8 ），
フ ィプ ロ ニ ル

の様 に極低薬量 で 速効的に 有効な殺虫成分 を用 い

れ ば （図 9 ＞， 殺虫率が 向上 す る実験 結果 も報告

され て い る （図10，Silverman　and 　Liang　l999）。

3． ゴ キブ リと冬

寒 さ に強い ゴキブリ

　デ
ー

タの なかっ た昔は，ク ロ ゴ キブ リもヤ マ ト

ゴ キ ブ リも大方は家の 中の 暖か い 物陰に 隠れ て冬

を越す と考 え られ て い た （鈴木 ・緒方 1961）。 し

か し。 ヤ マ トゴ キブ リが野外 で越冬 して い る の が

報告され （田原 ・小 林 1971），ヤ マ トゴ キ ブ リ と

ク ロ ゴ キブ リ の耐寒性や それ に 関連 した越 冬休 眠

が 報 告 さ れ て か ら は （Tsuji　 and 　Mizuno

l972，1973， 辻 1988
， 辻 ・種池 ユ991，1993），

こ

れ ら 2 種 と もむしろ屋外 の 生活や越 冬に適 した野

外種で ある こ とが 明白に な っ た 。

フ ィ プ ロ ニ ル

　　　 0．03％

ヒ ドラメチル ノ ン

　　　　　　　2％

ク ロ ル ピリホ ス

　　　　　O．5％

0 　　5　　　　10　　　　15　　　　20　　　　25　　　　30　　　　35

　　　　　　　　 合計摂食量 に対す る割合 （％）

図 8　 ブ ドウ糖嫌 い の ゴ キブ リが食べ た 6 種 ベ イ トの 割合

　　　（6種同時 に 与 え られ，摂食量 全 体 を 100％ と して ）

　　　　　　　　　　　 Silverman　and 　Liang　（1999）

一 95 一

40　 　 4550

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

フ ィ プロ ニ ル

2．7

2．21

3106．6
ヒ ドラ メチ ル ノ ン

13978
。6

こ1309．1i
クロ ル ピ リボ ス

i338，5

0 　500　　　　1｛〕00　　　1500　　　2000　　　2500　　　3000　　　3500

　　　　　　　　致 死 薬 量 （ng ／ insect）
図 9　 2 系統 ゴ キブ リ に対す る有効成分の 50％致死 薬量

　　　（雄成虫 へ の 局所施用）

　　　　　　　　　　 　　 Silverman　and 　Liang　（1999）

4000
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　　 3　　 4　　 56 　　 7　　 8
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9　　10　　11　 12　　13　　14

図10 ブ ドウ糖嫌 い の ゴ キ ブ リに対す る ブ ドウ糖入 リベ イ トの効 果

　　　（無毒の餌 と共存させ て ゴ キ ブ リの 死亡 を観察）

　　　　　　　　　　　　　　 Silverman　 and 　Liang　（1999）

　 こ れ らの 種類は，温度が高 くて も越冬準備の た

め発育を止め る性質が ある。すなわち，冬に な る

ず っ と以前か ら休眠 に よっ て 発育 を止 め，成虫の

羽化時期 を初夏に揃 え る ように，冬の 寒 さを利用

し て 発育 を再開す る種類 で ある （生活史の 章参

照）。 これ ら の種類は越冬時に耐寒性が ある の は

当然 とも言え る （図11＞。

寒 さに弱 い ゴキブリ

　
ー

方，チ ャ バ ネ ゴ キブ リや ワ モ ン ゴ キブ リは暖
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ヤ マ トゴキブリ 成虫

クロ ゴキブリ 成虫

ワモンゴキブリ 成虫

チ ャバ ネゴキブリ 成虫

ヤ マ トゴキブリ　 幼 虫

クロゴキブリ　 幼虫

ワ モ ンゴキブリ　 幼虫

チ ャ バ ネゴキブリ 幼虫

ヤマ トゴキブリ 卵

クロ ゴキブリ 卵

ワ モ ン ゴキブリ 卵

チャバネゴキブリ 卵

0 20 40 60 80

　　　　　　　　　　 保存期間 （日）

図 11 冷蔵庫 （5，5℃）に 保存した ゴ キ ブ リ の 生 存確認期 問

　　　（大部分 は あらか じめ 15℃ で 順化 した後冷 蔵 した デ
ー

タ）

100 120

棒 グ ラ フ ： 1頭 で も生 存 して い た 期 間　 × ：観察 日に 全 滅 して い た 日

ワ モ ン ゴ キ ブ リ と チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リの 卵 は，15℃ 川頁化40日で 死 亡

（Tsuji　and 　Mizun。 1973 よ り作成　辻 原 図）

地性〜熱帯性の ゴ キ ブ リで あ り，寒さ に 弱 い ゴ キ

ブ リで ある （図 11）。こ れ らの 種類は温帯 以北 で

は暖房効果が な い と越冬で きず ， 都会の ビ ル ，飲

食店の 厨房，地 下 商店街 ， 加温 され る 工 場な ど，

発 熱環境が越冬ポイ ン トであ る 。

　こ れ らは 温度さえ高ければ （もちろ ん 餌 と水が

必要）発育を続け世代 を繰 り返す の で ，発育の 遅

い ワ モ ン ゴ キブ リで も越冬で きる場所で は意外 に

大 発生 と な る
。 チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リは発育速度が速

い の で 大発生 しや す く，飲食店や 食品施設 の 大害

虫 と な っ て い る 。

寒さに 弱い ゴキブ リの冬の生 息実態

　チ ャ バ ネ ゴ キブ リは 中部 日本の 木造家屋 や屋外

で は越冬で きない （山口 1963）。 こ れは どの 発育

段 階で も5．5℃ 条件下 で 40 日間生存 で きない か ら

で ある （Tsuji　and 　Mizuno 　 l973）。
15℃条件下 で

は 幼虫 の 発育 も成虫 に よ る卵 （卵鞘）の 産出 も停

止 し，20℃ で さ え産 卵 と卵 の ふ 化 が で き な い

（Tsuji　and 　Mizuno　1972）。こ れ は，屋 内に お い

て も人工 的な加温が行われ なけれ ば，本種の 繁殖

が で きない こ とを示 して い る 。

　それ に もか かわ らず，全国各地の 飲食店や食品

工場 な どで ，冬で もチ ャ バ ネ ゴ キブ リが少なか ら

ず見 られ，年間 を通 じてそ の 防除対策 に苦心 させ

られ る 。 それ だけ施設内に お い て 加温条件が 普及

して い る の で ある 。

　厳冬期の ある施設で ，本種 の 生息調査 を粘着 ト

ラ ッ プを用 い て行 っ た と こ ろ （高橋 ・辻 1996＞，

冬季屋 外気温 が 5℃以下 で あっ て も， 1齢幼虫か ら

雄雌成虫 （卵鞘保持個体を含む）まで各段階 の チ ャ

バ ネ ゴ キ ブ リが捕獲 され ， 捕獲数 の 多 い トラ ッ プ

の 設 置面 の 温 度は 9 ℃ − 20℃ の範囲内に あ っ た 。

すなわ ち，繁殖は で きな くとも成虫や幼虫 の 生 存
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　トラ ッ プ位置の 温度 （℃ ）

25

図12　ある施設 で冬に仕掛けた トラ ッ プの 位置 の 温度 と

　　　捕獲 さ れ た チ ャ バ ネゴ キ ブ リの 数 との 関係　　　（高橋 ・辻　ユ996）

　　　　　　　 表 3　 図12で トラ ッ プ 位 置 の 温 度 と Fラ ッ プ 虫数 とが 単純 に比 例 しない 場所 の 条件

A ．温 度が 低 い の に ゴ キ ブ リが 多 い 場所

階 場　所 温　度 虫　数 付 近 の 熱源
（温 度

一
距 離）

℃
一

 

50cm以 内 の

餌　　水
トラ ッ プ番号

1 木箱 9 145 保 温 タ ン ク （26 − 30 ） 多 い 　多い 11

鉄枠 10 157 タ ン ク配管 （暖か
一 20 ） 多い 　多い 14

コ 台 8 231 保温 タ ン ク （11 − 10 ） 多 い 　多い 16

床 7．5 67 保温 タ ン ク 緩 か一 15 ） 多い 　多い 17

床 ユ0 250 モ
ー

ター （17 − 15 ） 多い 　多い 19

B ．温 度 が 高い の に ゴ キ ブ リが 少 な い 場 所

階 場　所 温　度 虫　数 付近 の 状況
50cm以内の

餌　　水
トラ ッ プ番号

1 モ
ーター 25 1 付近が極 め て 高温 あ り　 あ り 42

タ ン ク 14．5 26 タ ン ク 上 乾燥 ・床も乾燥 な し　 な し 37
鉄枠 18 3 30cm先配管が ＞ 40℃ な し　 な し 41

鉄枠 17 20 15cm下 の 床 は 乾燥 な し　 な し 48

床 14．5 3 床が 乾燥 な し　 な し 49

2 床 16 14 床 が 乾 燥 な し　 な し 57

3 床 14．5 1 床が 乾燥 （制御室） な し　 な し 62
’

床 15 4 床 が 乾 燥 な し　 な し 63

床 15 6 床が 乾燥 な し　 な し 64

床 18．5 4 床が 乾燥 な し　 な し 66

床 15．5 8 床が乾燥 な し　 な し 70

高橋 ・辻 （1996）
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と摂食の で きる温度の 範囲に あ っ た と言える （図

12）。

　 しか し，温度が こ の 範囲にあ っ て も，近 くに餌

や水の ない 場所で は捕獲数は少な く， チ ャ バ ネ ゴ

キ ブ リ が冬で も餌 や水に依存して い る こ と も示 さ

れ た （表 3）。 すな わ ち，チ ャ バ ネゴ キ ブ リは冬

で も暖か い 場所で 活動 を続 けて い る の で ある 。 同

様の こ とは ワ モ ン ゴ キブ リや トビ イ ロ ゴ キ ブ リ で

も言え よう。

謝 辞

　 本稿作成 にあた り，投稿中 の ヤ マ トゴ キ ブリに

関する研究論文を開示 して下 さ っ た岩崎素子 さん

に厚 く御礼申し上 げる。そ の 内容の 早期 の 印刷を

お待ち した い 。

　　　　 　　　　　 引 用 文 献

Andrewartha，　H．（1952）Biel．　Rev．，27 ；50−107，
藤 田　裕 （1956）　衛生動物，7 ：114．

藤 田 裕 （1956） 京 都 府 医 大 雑 誌，65 （App 　l＞：

　 1270一ユ281．

岩崎素子 （投稿中）　ヤ マ トゴ キ ブ リの 発育 に 及 ぼ す 日

　 長の 効果．

Lees，　A ．　D．（1955）The　physiology　of 　diapause　in　arthro ・

　 pods ．151pp．　Cambridge　Univ，　Press．

Negus，　T ，　F．　and 　M ．　H．　Ross（1997）EntomoL　Exp ．　AppL
　 82　：247−Z53．

緒方一喜 ・田 申 生夫 ・安富和男 （1989）　 ゴ キ ブ リと駆

　除．日本環境衛生 セ ン タ
ー，川 崎，lg7pp．

大野茂紀 ・辻　英明 （1972）衛生動物 23：77−81．
Pinto　L．（1987）Battling　American　 roaches ．　Pest　Control，

　 August ：40，41，44，48．

Ross，　M ．　H．　and 　J．　Silverman （1995）1．　Insect　Behav ，8 ：

　 825−834．

RDss，　M ．　H．（ユ996＞Proceedings　2nd　International　Conf．

　 on 　Insect　Pest　in　 Urb，　 Env．
Ross、　M ．　H．（1997）J．　Econ．　EntomoL 　90 （6）：1595−1597．
RQss ，　 M ．　 H ．（1997b）J．　 Econ ．　 Entemol ．90 （6）　：

　 1482−1485．

Ross，　M ．　H．（1998）J．　Econ．　Ento皿 ol，91 （1）：150−152．

SiLverman，J．　and 　D ．　N ，　Bieman （1993＞J．　Insect　Physiol．
　 39 ：925−933，
Silverman ，J．　and 　D．　Liang（1999）J．　EcQn ．　Entomol ．92

　（4）　：886−889．
Silverman、J．　and 　M ．　H．　Ross （1994）Environ ，　EntomoL

　 23 ：425−430、

鈴木猛 ・緒方
一

喜 （1961）　ゴ キ ブ リ とそ の 駆除。日本

　厚生 通 信社，東京，123pp．

田 原 雄
一

郎 ・小 林 典 （1971） 衛 生 動 物，22 ：

　 76−77．

田原雄
一

郎 ・大野茂紀 ・辻　英 明 （1974）　衛生 動物，
　 25 ：147−152．

高木正 洋 （1974）　衛生動物，22 ；76−77．

Takagi，　M ．（1978）Mie　Medical　Journal，18 ：9−19．

高橋朋也 ・辻　英明 （1996）　第12回 日本ペ ス トロ ジー

　学会大会，セ ミ ナ
ー

講 演 5 ．大 会講演要旨集 P．32．

Tsuji，　H ．（1965）Jpn．」、　Sanit．　ZooL，16 ：255−262．

Tsuji，　H．（1966）Jpn，　J．　Sanit，　ZooL，17 ；89−97．
Tsuji，　H．（1975）Jpn．　J．　Sanit．　ZooL，26 ：1−6．

辻 　英明 （1988）　採集 と飼育，50 ：446−449．

辻 英 明 （1989） ゴ キ ブ リ の 都市適応 （W ．H ロ ビ ン ソ

　 ン，辻 英明著 都会 に お け る ゴ キ ブ リ の 生態 と防

　除 ， 環境生物研 究会，京都　34pp） 1−14．

辻 英明 （ユ995） 衛生動物 46 ；339−344．
Tsuji，　H，　and 　T．　Mizuno （1972）Jpn．　J．　Sanit．　Zool．，23 ：

　 ユ01−111，

Tsuji ，　H ，and 　T ，　Mizuno （1973）J．　Sanit．　Zoo 置，23 ：

　 185−195．

Tsuji ，H ．　and 　S．Ono （1969 ）Jpn ．J．Sanit．　ZooL ，20 ：

　 240−247．

Tsuji ，H．　andS ．　Ono ．（1970）Jpn．J．Sanit．　Zool．，21 ：

　 149一ユ56，

Tsuji ，H ．and 　S．　Ono （1970）Jpn ．J．　Sanit．　Zool．，21 ：

　 36−40．

Tsuji，　H ．　and 　Y ．　Tabaru （1974＞Jpn，」，　Sanit．　ZooL，24 ：

　 215−218．

Tsuji ，H．　andY ．　Taneike （1989）Jpn．J．　Enviren．　En −

　tomol ．　Zool．，1 ：29−30，
辻　英明 ・種池与

一
郎 （1990）環 動 昆 2 ：42−43．

Tsujj　H．　and 　Y．Taneike （王990）Jpn．　J．　Environ．　Erltomo −

　le．　Zool ．，2 ：84−87．

辻 英 明 ・種池与
一

郎 （1991） 環 動 昆，3 ：7−14．

辻　英明
・種池与

一
郎 （1993）　 ゴ キブ リ類の 生活史 と

　休 眠 （和 田 義 人 ・辻 英明 　編著　衛生 害虫 の 発育休

　止 と移動 ， 環境生物研究会，京都 74pp）51−60，

Ueda ，　S．，　M ．　Izutsu，　and 　S，　Ishii（1969）Jpn．　Appl．　Ent．

　Zoo［．．13：70−77，

山口　　（ig63）　　衛生動物，　14 ：97T98．

キ
ー

ワ
ー

ド ：ヤ マ トゴ キブ リ ；ク ロ ゴ キ ブ リ ；ワ

　 モ ン ゴ キ ブ リ ；チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ ；生活史 ：越

　冬 ；休眠 ；食物選好

Keywords ：PeriPlanetaゴaPonica ；P．　f” liginosa：P，

　 ame γicana；Blattella　germanica；Life．history ；

　Overwintering；Diapause；Food　Preference

一 99 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


